
 低学年 3年生 4年生 5 年生 6 年生 中学校

教科
生活科を

中心と し た教科
理科 音楽 算数 図工 算数 理科

技術家庭

（ 技術分野）

教材 

題材
Scr at ch

（ 春を 見つけたよ）
micr o: b i t

（ 通電テスタ ーを 作ろ う ）

Scr at ch
（ 3つの音でお 子 

の旋律作り ）

Scr at chまたは 

LINE ent r y
（ 角を プログラ ミ ン 

グで作図し よう ）

micro: b i t

Scr at ch

（ 夢いろラ ンプ）

Scr at chまたは

プログル
（ 正多角形の作図）

micro: b i t
（ 電気の利用）

双方向性のある 

コ ンテンツのプ 

ログラ ミ ングに 

よる問題解決

計測・ 制御のプ 

ログラ ミ ングに 

よる問題解決

ね

ら

い

撮影し た写真を 

Scrat chによっ て 

切り 替えながら 表 

示するこ と で 

Scrat chの基本操 

作について学ぶと  

と も に、 「 順次」  

の考え方について 

知るこ と ができ 

る。

micro: b i t を使っ て

通電テ ス タ ーを 作

る 活動を 通し て 、

条件分岐について

知る と と も に、 身

近な 材料に電気が

通る かを 数多く 調

べる こ と で 、 教科

の学びを 更に深い

も のと する こ と が

できる。

旋律の音の動き や

始め・ 終わり の音

に着目し た 旋律の

つく り 方に ついて

思いや意図を も つ

と と も に、 試行錯

誤し な がら 旋律を

作り 、 そ れを 楽器

で 演奏する こ と が

できる。

角の大きさ につい 

て関心をも ち、 角 

の大きさ について 

の豊かな感覚をも  

てるよう にする。

思いをも ちながら  

取り 組み、 自分の 

表現し たい色やそ 

の順番、 タ イ ミ ン 

グをプログラ ミ ン 

グによっ て表現す 

るこ と ができる。

正多角形の作図を 

通し て、 正多角形 

の性質について理 

解を深めると と も  

に、 プログラ ミ ン 

グによっ て素早く  

正確に正多角形の 

作図が行えるこ と  

に気付く 。

身の回り にはセン 

サーを活用し たプ 

ログラ ムがあるこ  

と を知り 、 その簡 

単な仕組みを再現 

し よう と する。

問題を見いだし て 

課題を設定し 、 使 

用するメ ディ アを 

複合する方法と そ 

の効果的な利用方 

法等を構想する 

（ 設計） 。  

情報処理の手順を 

具体化すると と も  

に、 制作の過程や 

結果の評価、 改善 

及び修正について 

考える（ プログラ  

ミ ング） 。

問題を見いだし て 

課題を設定し 、 入 

出力さ れるデータ  

の流れを元に計 

測・ 制御システム 

を構想する（ 設 

計） 。  

情報処理の手順を 

具体化すると と も  

に、 制作の過程や 

結果の評価、 改善 

及び修正について 

考える（ プログラ  

ミ ング） 。

手順

春（ 他の季節や題 

材でも 可） 探し を 

し 、 見つけたも の 

を端末のカ メ ラ ア 

プリ で撮影する。

Scrat chのプロジ 

ェ ク ト を作成し 、  

コ スチュ ームをク  

リ ッ ク し たと きに 

別の写真と なるよ 

う にプログラ ミ ン 

グをする。

必要に応じ て説明 

を付け加える。

発表会を行う 。

1 .

2 .

3 .

4 .

micr o: b i t のプログ 

ラ ミ ングのし かた 

を覚えるために、  

「 アイ コ ンを表 

示」 を使っ てアニ 

メ ーショ ンを作 

る。

「 P0が短く タ ッ プ 

さ れたと き 」 のブ 

ロッ ク を用いて、  

電気が流れたと き  

に表示するアイ コ  

ンを変えるプログ 

ラ ムを作る。

必要に応じ て音を 

付け加える。

自分の調べたいも  

のを通電テスタ ー 

によっ て調べる。

1 .

2 .

3 .

4 .

お 子について知 

る。

ラ ド レの音を使っ  

て、 お 子の旋律 

を作るこ と を知 

る。

Scrat chを用い 

て、 ラ ド レの音を 

使っ たお 子の旋 

律を作る。

友だちと 聴きあっ  

たり 、 繋げて演奏 

さ せたり する。

リ コ ーダーやキー 

ボード などの楽器 

で演奏する。

他の学年でも 実施 

する。 （ 4年生は5 

音、 5年生は日本の 

音階、 6年生はハ長 

調の和音）

1 .

2 .

3 .

4 .

5 .

6 .

分度器を使っ た角 

の描き方をふり 返 

る。

カ メ のキャ ラ ク タ  

ーが道から 落ちな 

いよう に移動さ せ 

るプログラ ムを作 

るこ と を知る。

曲がり 角で曲がる 

角度を考えなが 

ら 、 カ メ のプログ 

ラ ムを作成する。

1 .

2 .

3 .

カ ラ ーセロハンな 

どを活用し て、 自 

分のラ ンプシェ ー 

ド を作成する。

micro: b i t （ LEDを 

赤く 光ら せる）  

や、 Scrat ch（ 画 

面を光ら せる） の 

プログラ ムを作成 

する。

中間発表会を行 

う 。

友だちの良かっ た 

と こ ろを見つけ、  

改良する。

鑑賞会を開く 。

1 .

2 .

3 .

4 .

5 .

分度器と コ ンパスを用 

いて、 6角形を作図す 

る。

Scrat ch（ プログル）  

で正方形を作図する。

正三角形を作図し 、 内 

角ではない指定方法で 

角度を指定するこ と を 

理解する。

同じ こ と を繰り 返し て 

いるこ と から 、 n角形 

なら n回繰り 返すと プ 

ログラ ムすれば良いこ  

と に気付く 。

繰り 返す回数と 回す角 

度の積が360になる法 

則を導く 。

プログラ ミ ングを用い 

ると 、 速く 正確に図形 

を描く こ と ができるこ  

と を確認する。

辺の長さ や角の大き さ  

が等し いと いう 正多角 

形の性質をまと める。

1 .

2 .

3 .

4 .

5 .

6 .

7 .

電気を無駄遣いし  

た経験をふり 返 

る。

身近な電気の無駄 

遣いを解決すると  

いう 課題をつか 

む。

どのセンサーをど 

のよう に用いれ 

ば、 課題が解決で 

き るのか考える。

実際にプログラ ミ  

ングを行う 。

身の回り には他に 

も センサーを用い 

たプログラ ミ ング 

があるこ と につい 

て知る。

1 .

2 .

3 .

4 .

5 .

身近な問題を双方向性のあるコ ンテンツのプ

ログラ ミ ングや計測・ 制御のプログラ ミ ング

によっ て解決する課題をつかむ。

要件定義を行い、 システムの構想をする。

実際にプログラ ミ ングを行っ た後、 評価、 改

善・ 修正について考える。

1 .

2 .

3 .

※教科書ではチャ ッ ト システムの制作やセンサー

ラ イ ト の制作などが例示さ れている。 教科書会社

のサービスが利用でき るが、 各校の実態に応じ て

取り 組むこ と 。

※こ の学習では、 5年生社会「 我が国の情報と 産

　 業と の関わり 」 （ ブロッ ク プログラ ミ ングによ

　 る解決） 、 5年生算数「 正多角形の作図」 、 6年

　 生理科「 電気の利用」 （ micro: b i t のセンサー

　 による入出力） の学習内容が生かさ れる。
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